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－
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縮
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－
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梢
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縮
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－
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－
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嘗
大
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定
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血
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座
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ヲ

定
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、
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翼
ヲ
小
山
ト
例
ナ
Y
硝
子
板
ト
ノ
間
ユ
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－
一
依

y
eプ
護
謀
膜
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ヲ
膨
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ジ
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、
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－
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－
プ
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反
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－
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－
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潟
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又
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定
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縦
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－
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t

手
術
前
十
一
日
間
其
血
歴
ヲ
測
定
セ
シ
品
、
最
高
ハ
六
十
円
最
低
三
ハ十一
粍
均
ナ
H
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七
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一
日
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術
7
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符
セ
シ
品
、
術
後
二
日
間
ハ
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毛
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目
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光
産
品
旺
盛
＝
シ
テ
著
シ
キ
蔵
痩
ヲ
見
ズ
。
・
胤
墜
ハ
手
術
後
二
十
一
日
間
一

日
一
回
若
シ
ク
ハ
二
回
宛
測
定
ナ
セ
シ
力
ド
、
最
高
六
十
五
粍
恥
最
低
五
十
八
粍
均
ュ
シ

テ
術
前
ト
箸
麹
ヲ
認
メ
ズ
。

入
－月
十
一
日
手
術
後
二
十
二
日
目
－
一
之
レ
ヲ
屠
殺
セ

p
i
鰻
重
二
・
二
九
廷
＝
シ
テ
術

側
ノ
左
腎
ハ
其
形
小
－
一

国例ー第節一貫主

or. 
．。l

’e 
惚
重
、
ニ
・
O
五
廷
。

t

後

第
二
例

第
五
袋
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一
・
七
纏
二
シ
テ
重
量

。庁必庁m",. 11,, .1,,.2!u111却，，..一山市ー＝ーーー瓦5＇ーテ.f ,. I/ 
シ
テ
黄
色
壊
死
朕
ヲ
曇

シ
、
大
サ
ハ
長
サ
ニ
・
六

線
、
核
径
一
・
八
五
機
、

厚
サ
一
・
三
糠
＝
シ
テ

重
量
五
・
五
叉
ヲ
算
シ
・

割
面
ハ
皮
質
部
－
一
テ
ハ

黄
色
ナ
レ
ド
モ
髄
質
ハ

灰
色
ヲ
曇
セ
リ
。
右
前
宵

ハ
帯
赤
褐
色
ヲ
曇
シ
、

大
サ
ハ
長
サ
三
‘

O
額、

続
径
二
・
二
五
緩
、
厚
サ

ハ
七
・
五
ヌ
ナ

P
キ。

手
術
前
十
日
間
血
歴
ヲ
測
定
セ
シ

晶
、
五
十
六
乃
至
六
十
二
粍
均
ヲ
算
セ
リ
。

七
月
二
十
三
日
手
術
ヲ
行
ヒ
シ
ガ
、
術
後
四
日
目
／
惚
重
ハ
ニ
・
O
凶
活
＝
シ

テ
京
疫

ヲ
見
ズ
。
血
慶
ハ
術
後
十
九
日
間
測
定
t
シ
＝
最
高
六
十
三
、
最
径
五
十
七
粍
h
ユ
シ
テ

著
幾
ヲ
見
ズ
。

術
後
ニ
十
日
目
ユ
一
蔚
殺
セ
シ
－
二
一
惚
重
二
．

O
O冠
－
て
リ

荒
綴
曲
納
小
シ
、
一
管
ト
強
タ
癒
着
シ
底
レ
リ
。
重
サ
ハ
五
・
六
支
－
一
シ
テ
長
径
二
・
七
糎
、

様
径
一
・
入
糎
、
厚
サ
一
・
凶
糎
ナ
リ
キ
。
制
面
ハ
皮
質
部
品
テ
ハ
黄
色
、
髄
質
部
品
テ
ハ

灰
色
ヲ
曇
セ

p
。
右
側
腎
臓
ハ
愉
常
赤
褐
色
7
曇
シ
h

重
量
ハ
元
・
五
叉
品
シ
テ
、
長
筏
ハ
＝
一－

五
糎
、
様
径
三
一
・
三
七
複
、
厚
サ
ハ
一
・
八
繍
デ
リ
キ
。

－
側
腎
静
脈
ヲ
結
紫
セ
シ
倒

本
質
験
A

四
頭
ノ
家
兎
三
部
プ
之
レ
ヲ
行
ヒ
シ
ガ
、
何

ν
モ
其
血

第
二
筒

題
ノ
土
井
ヲ
見
ザ
η
ノ
キ
。
其
内
究
ノ
二
例
－
一
就
キ
ア
其
記
録
ヲ
示
ス

二
次
ノ
如
シ
。

賓

録

駿

記

第
一
例
惚
重
、

ニ
・＝
二
冠
。

t

手
術
前
八
日
開
業
血
慶
ヲ
測
定
セ
シ
て
穴
十
乃
至
六
十
三
粍
加
問
ヲ
高
下
セ

H
。

四
月
二
十
八
日
左
側
腎
静
脈
ノ
結
紫
7
行
へ
日
。
術
後
二
日
間
ハ
飼
横
ヲ
残
シ
、
食
欲

／
減
退
ヲ
一
京
セ
リ
。
四
日
目
ユ
ハ
血
歴
五
十
四
粍
収
ヲ
算
ス
。
其
後
血
歴
ノ
尤
準
ヲ
認
メ

置ー

ズ
、
寧
ロ
術
後
ハ
一
時
幾
分
低
下
セ
ル
ヲ
思
ハ
シ
ム
ル
ノ
扶
ヲ
曇
セ

p
。

五
月
十
七
日
卸
チ
術
後
二
十
日
目
昌
一
屠
殺
セ
9
。
鴨
重
ハ
ニ
・
一

五
庖

＝
シ
－7
街
側
y

左
腎
ハ
周
囲
ト
癒
着
シ
局
レ
H
。
腎
臓
／
皮
質
部
ハ
乾
酪
篠
色
ヲ
曇
シ
、
館
賞
ハ
灰
白
色

一－
シ
テ
、
雨
質
ノ
間
ニハ
充
血
セ
ル
部
分
存
セ

P
。
重
サ
ハ
七
・
六
支
－
一
シ
テ
長
径
二
・
七

幅
組
、
横
径
二
・
一
糧
、
厚
サ
一
・
五
纏
ナ
P
キ
。

入
二
三

（
第
四
時
蜘

五）
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5• 

a
w

d

岬，

第
二
例
燈
重
、
ニ
・
四
O
底。

t

手
術
前
七
日
w筒
血
座
ヲ
測
定
セ
シ
品
、
五
十
九
乃
至
六
十
二
粍
均
ノ
問
ヲ
高
下
セ
リ
。

七
月
二
十
凶
日
手
術
ヲ
行
ヒ
シ
て
英
気
日
／
血
麗
ハ
五
十
六
粍
恥
ヲ
示
シ
、
英
後
五

十
七
乃
至
六
十
一
精
／
問
7
高
下
シ
泊
り
シ
ガ
、
八
月
六
日
（
術
後
十
四
日
目
）
肺
炎
品

チ
旋
し
V
9
9
。
其
前
日
ゾ
血
盤
ハ
幾
分
低
タ
シ
テ
五
十
六
粍

h
z
mセ
p
。
木
例
品
於
テ

モ
術
後
血
歴
／
先
進
ヲ
認
ム
ル
ヨ
ト
能
ハ
ザ
P
キ。

斗
之
レ
ヲ
剖
検
セ
シ
品
配
備
側
ノ
左
腎
ハ
大
キ
ク
ナ

p
、
灰
白
褐
色
－
一
シ
テ
壊
死
扶
ヲ
曇
セ

ル
モ
、
被
膜
剥
殿
困
難
ナ
ラ
ザ
”
フ
ヰ
。

.to 

第
三
節
南
側
腎
動
脈
枝
ヲ
結
紫
セ
シ
例

本
賓
厳
－
一
於
ア
A

左
右
各
腎
臓
－
一
一
於
ア
腎
動
脈
幹
d
N

前
後
ノ
ニ
主

入
二
四

（
第
四
務

占
ハ
〉

枝
二
分
岐
セ

Y
モ
ノ
、
内
其
後
枝
ヲ
結
紫
セ
ジ
モ
ノ
、
叉
例
－
一
ヨ
リ

－プ
A

業
後
枝
ガ
夏

ニ
二
本
ノ
副
校
－
一
分
岐
セ
ジ
屯
ノ
、
内
ノ
何

ν
カ

一
本
ヲ
結
隷
セ
ジ
場
合
モ
存
セ
リ
ノ
。
本
質
験
ヲ
施
行
セ
シ
モ
ノ
、
合

計
十
一
例
ユ
ジ
ア
葉
記
録
A

衣
ノ
如
シ
。

賓

輪

記

録

第
一
例
健
室
、
二
・
四
O
託。

t

手
術
前
十
日
間
其
血
歴
7
測
定
セ
シ
－
一
、

最
高
六
十
六
、
最
低
六
十
粍
均
ナ
P
キ。

十
一
月
六
日

Z
T術
ヲ
行
ヒ
シ
て
術
後
身
健
衰
弱
シ
食
欲
減
退
セ
リ
。

術
後
関
日
目

－
一
ハ
飼
栂
ヲ
皆
食
シ
居
レ

P
。
其
時
r
稔
重
ハ

ニ
・
一
九
庖
ニ
シ
テ
、

五
日
目
ヨ

リ
血
座

ノ
充
一
遜
ヲ
見
F
P
。
術
後
一
週
間
目
頃
最
高
三
連
シ
テ
八
十
六
粍

h
ヲ
算
シ
、
衣
デ
漸
次

下
降
U

、
術
後
十
二
三
日
－
－

u
平
常
匪
＝
近
タ
ナ
レ

U
J

。

件九～ヘ
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術
後
十
八
日
目
＝
之
レ
ヲ
屠
殺
セ
リ
。
飽
重
二
・
一

八
一疋
叫
腎
臓
部
ヲ
見
ル
品
、
右
側
腎
臓
ハ
重
量
七
・
九

式
－
－
シ
テ
、
内
臓
々
器
ト
掛
川
一
者
無
夕
、
其
後
面
三
壊

死
セ
ル
部
ア
リ
テ
筋
肉
ト
癒
着
セ

P
勺
此
肉
眼
的
昌

見
地
W
L
庁
捜
死
部
ハ
眠
宵
容
積
／
二
分
ノ
一
程
ナ
リ
。
左

臨
同
モ
約
二
分
ノ
一
容
積
科
撲
死
状
ヲ
墨
シ
重
最
八
・

一
束
ナ
リ
。

郎
チ
木
例
ユ
於
テ
ハ
術
後
五
日
目
程
ヨ
り
血
堅
ノ

上
昇
ヲ
認
メ

一
週
間
目
頃
＝
最
高
＝
逮
シ
、
其
後
漸

次
下
降
セ
シ
モ
／
－
一
シ
テ
腎
臓
漢
列
部
ハ

左
右
合
ジ

テ
約
一
個
ノ
腎
臓
ノ
符
積
Z

旬刊営
ス
ル
ナ

p
。



皆
目
ニ
侭
槍
重
、
一
・
九
三
底
。

t

手
術
前
八
日
開
業
血
歴
ヲ
測
定
セ
シ
－
一
、
五
十
九
乃
至
穴
十
六
粍
h
ノ
閑
ヲ
上
下
シ
、

多
タ
ハ
六
十
粍
h
ナ
P
キ。

二
月
二
十
四
日
手
術
ヲ
行
ヒ
シ
品
業
後
憶
力
衰
へ
、
食
欲
滅
退
シ
、
五
H
目
＝
ハ
血
歴

五
十
粍
恥
程
ナ
P
シ
モ
、
其
後
漸
次
怪
力
回
復
シ
、
血
歴
／
充
準
ヲ
市
無
担
シ
、
約
二
週
間

目
頃
一
一

ρ
最
高
七
十
凶
粍
h
＝
塗
シ
、
約
一
週
間
穆
ハ
一
般
－
一
血
岡
阿
古
同
夕
、
其
後
漸
次
平

常
＝
復
セ

H
。

術
後
二
十
四
日
目
ユ
之
レ
ヲ
屠
殺
シ
テ
検
セ
シ
一
一
、
右
側
腎
臓
ハ
其
後
商
品
於
テ
会
盆

ノ
約
凶
分
ノ
一
・
五
程
壊
死
シ
、
左
側
モ
略
問
機
ナ
リ
キ
。
心
臓
一
一
ハ
左
心
室
／
肥
大
ヲ
見

n
T
n
y

。
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第

三

例

捻
重
、
二
二
五
延
。

t

手
術
前
十
日
間
程
其
血
歴
ヲ
測
定
セ
シ

晶
、
最
高
六
十
二
、
最
低
五
十
四
粍
胎
ヲ
算
セ

二
月
二
十
六
H
手
術
ヲ
行
へ

p
。
術
後
身
鰻
衰
弱
シ
、
食
欲
不
振
＝
シ
テ
飼
品
川
ヲ
竣
見
。

手
術
笠
日
品
於
テ
ハ

血
歴
ハ
五
十
粍
吋
工
下
降
シ
活
り
、
惚
重
ハ
ニ
・
ニ
O
託
ナ
明
キ
。

－E
a

－
 

其
後
血
堅
二
四
六
十
八
粍
均

747
充
進
シ
タ

レ
ド
モ
、
多
ク
ニ
ハ
十
四
前
後
ヲ
鐙
一
シ
、

一
回
ハ
五
十
八
粍
h
z
T
下
降
シ
、
次
ヂ
七
十
粍
M
7
4
T
上
進
シ
テ
＝
一日
間
務
総
繍
シ
、

其
後
漸
次
下
降
シ
テ
卒
常

ユ
復
セ
リ
。

屠
殺
後
腎
臓
ヲ
検
セ
シ
＝
、
右
腎
ノ
後
面
部
－
二
壊
死
竃
存
シ
、

其
量
ハ
A
R
健
ノ
四
分
f

一
程
ナ
リ
シ
モ
、
左
腎
品

テ
ハ
壊
死
部
ハ
約
牛
量
ヲ
占
メ
居
9
p
。

－

第

四

例

健

重
、
二
・
一
九
冠
。

t

H

v

T

手
術
的
十
二
日
間
血
路
ヲ
測
定
セ
シ
＝
、
五
十
凶
乃
至

《

』

，

大

間

六

十

長

ノ

間

ヲ
上
下
セ
目
。

ヘ

＼

計

二

月

二
十
八
日
手
術
ヲ
行
ヒ
シ
ェ
、
術
後
数
日
間
白
河
惣

第

l
k

ホ

衰

弱

シ

食

欲

進
7

ズ
ョ
術
後
六
日
目
＝
血
同
時
四
十
八
一
粍
同

一一一

J
，，N

一

日

ナ

P
シ
カ
ド
、
七
日
目
－
二
六
十
二
粍
b
一
一
尤
苧
v
、
以

；

－
 

節

ノ

f

h

後
血
膝
官
同
夕
、
十
日
目
＝
ハ
七
十
八
粍
h
ヲ
算
シ
、
其
後

常
用
航
－
a
l
l
a
－－六

＼

一

川

漸

次

下

院
y
、
術
後
二
週
間
目
一
望
ハ
卒
常

－
長
セ
リ
。

四

ヘ

訂

術

後

十

九

日

目

ニ
制
検
。
左
右
雨
側
腎
臓
共

－
一
其
後
面

川

J

m

－
一
壊
死
部
存
シ
、
英
部
ハ
各
野
ノ
約
三
分
ノ
一
・／
部
分
『
7

E

』

溺

占

メ

居

レ

P
。

ハ

持

第

五

例

徳

重
、
ニ
・
七
O
冠。

t

／
一
川
手
術
的
十
四
日
間
血
歴
測
定
7
ナ
セ
シ
品
、
五
十
六
乃

’

．

1
u

’

F

至
大
十
六
日
戸
陶
ヲ
算
セ
り
。

白

川

和

μ
h
H

三
月
四
日
手
術
ヲ
行
ヘ
リ
。
術
後
身
健
衰
弱
シ
、
食
欲
不

振
ニ
シ
テ
姥
食
セ
シ

モ、

術
後
四
日
目
頃
ヨ
リ
元
気
回
復
シ
、
飼
織
ヲ
皆
食
λ

ル
－
二
主
レ

八
二
五

（
第
四
時
蜘

七〉



第
況
答
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後

藤

p
o
術
後
四
日
目
＝
血
間
際
測
定
ヲ
ナ
セ
シ
＝
四
十
六
粍
恥
ナ
リ
シ
刀
ド
、
其
レ
ヨ
リ
漸
・
次

血
歴
充
進
シ
始
メ
、
八
日
目
昌
ハ
七
十
四
粍
怯
－
一
逢
セ

p
。
箕
後
引
f

績
キ
問
｝
九
日
間
血

岡
山
高
カ
リ
シ
モ
漸
次
下
降
ジ
平
常
昌
一
復
セ
リ
。

術
後
二
十
五
日
目
－
－
剖
検
。
組
重
二
・
七
七
冠
。
右
配
宵
ノ
重
サ
ハ
八
・
五
五
叉
＝
シ
テ
金

量
／
約
半
分
位
／
壊
死
部
ヲ
認
メ
、
左
血
宵
／
重
サ
ハ
八
・
六
支
＝
シ
テ
、
壊
死
部
ハ
全
血
宵
／

宇
品
且
ヨ
現
時
明
h

吋
・
少
カ
リ
キ
。
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10 

八
二
六

（
第
別
競

八、J

第
六
例
憾
重
、
二
・
六
七
底
。
♀

手
術
前
十
四
日
間
血
歴
測
定
ヲ
ナ
セ
シ
晶
、

五
十
九
乃
至
六
十
四
粍
耐
ヲ
算
セ
リ
。

＝
万
十
五
日
手
術
ヲ
行
へ
り
。
術
後
血
歴
ハ
一
回
六
十
八
粍
h
主
選
セ
ジ
事
ア
リ

シ
カ

ド
術
前
ト
著
獲
ヲ
認
メ

ズ。

術
後
十
七
日
Z

シ
テ
屠
殺
セ
リ
。
鰻
重
ニ
・
四
七
延
品
シ
テ
、
左
右
雨
側
腎
臓
ノ
壊
死

部
ハ
雨
側
ヲ
合
シ

テ
英
容
積
ハ
一
個
／
腎
臓
ノ
半
分
或
ハ
其
レ
ヨ
り
モ
掛
明
大
ナ
ル
程
ナ
リ

キ。

富
田
七
倒
櫨
重
、
ニ
・
六

O
託
ω

平

手
術
前
十
四
日
開
業
血
麿
ヲ
測
定
セ
シ
品
、
多
グ
ハ
六

十
粍

h
ナ
レ
ド

モ
六
十
凶
粍
恥
－
一
逮
セ
シ
事
モ
ア
リ
キ
。

一
一
一
月
十
六
日
手
術
ヲ
行
へ

p
。
術
後
三
日
間
ハ

身
鐙
衰

弱
シ
食
欲
進
7

ズ
、
軟
組
問
ヲ
排
シ
・
飼
幅
冊
ヲ
残
セ

p
。
術

後
凶
日
目
ノ
血
歴
ハ
五
十
六
粍
均
4

一
シ
テ
、
其
後
漸
次
血

樫
尤
遜
シ
、
一
週
間
目
頃
－
一
ハ
最
一
一
七
十
凶
粍

h
－
一
逢
シ
、

英
前
後
鰍
日
間
血
廃
高
カ
り
キ
。
其
後
漸
次
下
降
シ
、
約

二
週
間
一
程
品
シ
テ
術
前
ノ
血
一
三
近
ク
ナ
レ

り。

術
後
乙
十
日
目
－
二
府
殺
セ
リ
。
健
重
二
・
五
七
託
。
右
腎

ハ
六
・
九
京
＝
シ
テ
某
後
面
全
部
撲
死
シ
、
壊
死
部
ハ
該

臨
H
／
約
牛
量
程
ナ
リ
キ
。
左
腎
ハ
七
・

一
瓦
－
一
シ
テ
壊
死

部
ハ
約
凶
分
ノ
一
議
ヲ
占
メ
活
レ
り
。
卸
チ
本
例
品
テ
戸

術
後
初
メ
ハ
身
慌
衰
弱
ノ
劣
メ
血
髭
／
上
昇
す
見
ザ
リ
シ

カ
ド
、
其
後
尤
進
v
、
術
後
約
一
週
間
目
頃
品
ハ
最
高
七

十
凶
一
粍
－
h
－一
逮
シ
、
英
後
漸
次
下
降
シ
、

二
週
間
後
ユ
ハ

略
卒
常
＝
復
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。

第

八

例

健

室
、
二
・ニ

O
底。

t

手
術
前
十
穴
回
血
園
駅
測
定
ヲ
ナ
セ
シ
＝
、
五
十
六
乃
至
六
十
二
粍
h
7算
セ
リ
。

国側七第節三第
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方
月
二
日
手
術
ヲ
行
ヒ
シ
て
術
後
凶
日
間
ハ
食
欲
進
7

ザ

P
シ
ガ
、
其
後
元
気
回
復

シ
、
血
回
世
モ
尤
進
シ
七
十
一
同
粍

h
＝
逮
セ
シ
事
ア
リ
。
然
レ
ド
モ
術
後
十
日
間
程
＝
シ
テ

－m際
ハ
殆
ド
平
常
三
後
セ

p
。

術
後
十
九
日
目
昌
之
レ
7
屠
殺
セ
リ
。
右
腎
ノ
後
商
品
帯
夜
灰
白
色
／
壊
死
セ
ル
部
分

ア
リ
、
英
容
積
ハ
金
量
／
約
三
分
ノ
一
程
ユ
シ
テ
、
左
腎
モ
略
同
様
ナ
n
y
。
即
チ
左
右
南

側
／
臨
H
壊
死
部
ヲ
合
ス
ル
モ
一
例
／
腎
臓
ノ
大
サ
ヨ
明
モ
其
量
小
ナ
り
。
心
臓
ノ
重
作
五・

六
叉
ユ
シ
F

、
左
心
室
ρ

幾
分
肥
厚
セ
ル
ガ
如
ク
聞
ル
ハ
ル
。

悶例八第節三第
e。
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第
九
例
鐙
重
、
二
－
一
一
底
。

t

手
術
前
九
日
開
業
血
座
ヲ
測
定
セ
ご
、
五
十
八
乃
至
六
十
三
粍
h
ヲ
算
セ

F
。

七
月
二
日
手
術
7
行
ヒ
ジ
晶
、
術
後
食
欲
不
振
昌
シ
テ
飼
織
ヲ
痩
セ

p
。
術
後
二
日
目

ノ
便
ハ
幾
A
T
軟
ナ
リ
。
術
後
五
目
白
書
リ
食
欲
遜
ミ
、
元
気
モ
回
復
シ
・
血
煙
ハ
充
逆
シ

始
メ
、
其
後
ハ
金
主
向ク

ナ
リ
最
高
七
十
八
粍
胎

＝
逮
シ
、
約
二
週
間
ヲ
経
テ
略
ポ
術
前

／
官
同
サ
昌
筏
セ
り
。

術
後
二
十
問
日
目
昌
之
レ
ヲ
屠
殺
シ
テ
腎
臓
7
検
セ
シ
て
右
側
腎
臓
ハ

重
サ
六
・
五
ヌ

畠
シ
テ
約
二
分
ノ

一
一堆
程
ノ
部
ハ
壊
死
二
陥
リ
、
幣
糞
灰
白
色
ヲ
ロ
チ
シ
、
筋
肉
部
ト
療
着
シ

居
レ

P
。
左
側
野
ノ
重
サ
ハ
六
・
凶
叉
ユ
シ
テ
、
約
三
分
ノ
一
最
程
ノ
部
ハ
壊
死
＝
陥
レ

p
。

＋

『

第

＋

例

健

重

、

ニ

・

一

O
底
。

t

ベ

i
i
m
z

手
術
前
十
六
日
間
農
7
測
定
セ
シ
品
、
最
低
五

介

一

η

十
七
、
最
高
六
十
一
一
・
粍
何
日
ナ

P
キ。

伊
l
i
l
i－
－

J

7

f

c

k

T

七
月
九
日
手
術
ヲ
ナ
セ
シ
＝
、
術
後
少
シ
ク
下
痢

第

〆

」

引

J

一1
7

起
シ
活
リ
シ

ガ
何
日
目
＝
ハ
血
座
七
十
粍
か
7
4
ア

三

f

↓，．

布

、

－

s

逮
シ
上
昇
／
傾
向
ヲ
示
セ
リ
。
然
ル
＝
Z
H．日
間
晶
ハ

恥

J

甘
五
＋
粍
恥
マ
デ
下
降
シ
、
其
翌
日
終
死
セ
ル
ヲ
俊
見

十

J

Z

官
セ
リ
。
即
ナ
本
例
－
一
於
テ
ハ
耐
慶
ハ
尤
進
セ

シ
モ
途

例

＼

市

中

病

樹

／

鴛

メ

五

十

粍

均

7
J
T

下
降
シ
其
翌
日
死
昌

国

ゾ

拐

至

レ

ル

モ

ノ

ト

相

暗

像

セ

ラ

ル

‘

＼

一

川

之

レ

ヲ

剖

検

セ

シ

Z

右
側
腎
臓
ハ

重
サ

七
・
二
叉

／

－

M

－一
シ
て
左
側
腎
臓
ハ
震
サ
七
・
六
瓦
ヲ
算
シ
、
貧
色

叶

イ

よ

｜

叫

し

を

ノ

要

項

左

右

目

さ

各

腎

／

約

一一
分
ノ

7

部
分
ヲ
ト
口
メ
居
レ

p
o

第

十

－

例

憾
重
、
二
・
二

O
底

，
t

手
術
前
代
日
間
英
血
磨
子
測
定
セ
シ
て
最
低
五
十
八
、
最
高
六
＋
ニ
粍
托
ヲ一
京
セ

p
。

七
月
十
六
日
手
術
ヲ
行
ヒ
、
術
後
三
日
目
ヨ

P
4
m堅
測
定
ヲ
開
始
セ
シ
ガ

、
品
同
食
欲
不

so 

八
二
七

〈
第
四
貌

負A、』J
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著、4振品
シ
テ
血
四
時
低
タ
阿
日
目
品
ハ
山
間
飼
槻
ヲ
ー
安
部
食
セ

ズ

ジ
テ
竣
シ
居
タ
レ
ド
モ
血
感
ハ
銃
＝
著
シ
ク
上
昇
シ
、
五

日
目
品
ハ
－

m歴
一
一
府
高
ク
シ
テ
卒
常
ヨ
リ
約
二
十
粍
ぽ
モ

充
准
セ

ル
7
見
夕
日
。
而
h

v

テ
常
日
嗣
織
ヲ
山
首
食
シ
居
E
F

レ
ド
モ
、
身
健
品
開
蔵
純
シ
、
惚
重
ハ

了
八

O
庖
＝
減
ジ
居

”
タ
リ
。
其
後
品
川
血
回
附
．
ρ

高
カ
リ
シ

力
γ
、
漸
実
下
降
シ
、

十
日
品川
リ
品
テ
卒
常
間
際
ト
著
努
ナ
キ

ニ
至
レ

p
。

術
後
二
十
七
日
目
昌
之
レ
ヲ
屠
殺
セ
リ
。
健
重
二
・
－

t
底
。
右
腎
ハ
重
品リ・
六
・
一
気
品

シ
テ
長
径
二
・
九
五
纏
、

横
領
ニ
・

0
0糎
・
厚
サ
て
四
O
糠
、
黄
色
／
崎
明
死
状
ヲ

－
 

一
京
セ
ル
部
分
ハ
会
蛍
ノ
約
二
分
／
一
ヲ
占
ム
。
左
腎
ハ
重

サ
七
・
二
文
、
長
径
二
・
九
五
帽
側
、
横
径
二
・
一
五
瓶
、

厚

サ
一
・
四
五
糎
、
壊
死
セ
ル
部
分
ハ
金
量
ノ
約
三
分
f

一
ナ

P
キ。

品川，， ，， ，， ，. ，~＂岬＂，.訓担且岬 U2'21担2fJo訓告2Jゐ.r, 1 a ' '" 11 

一
側
就
中
左
側
ノ
腎
動
脈
分
枝
ノ
内
、
其
一
枝
ノ
ミ
ア
結
紫
セ
ジ

－
側
腎
動
服
枝
ヲ
結
晶
最
セ
シ
例

毛
ノ
三
例
存
ス

Vγ
毛
、
何
レ
モ
血
眼
上
昇
ヲ
認
メ
ズ
。
其
内
一
例

一
就
キ
実
記
録
ヲ
示
セ
バ
次
ノ
如
ジ
。

賓

験

記

録

8

6

S

 

第
五
節
一
側
腎
臓
ヲ
刷
出
セ
シ
例

本
質
験
三
一
例
ユ
於
－
プ
之
レ
ヲ
行
ヒ
シ
第

J

刀
、
何
レ
モ
其
血
魅
－
一
麓
化
ヲ
認
メ
ザ

y
五

キ
。
今
其
内
ノ
一
例
ニ
就
キ
ア
記
録
ヲ
示
問

セ
バ
失
ノ
如
シ
J

一

賓

験

記

録

例

燈
重
、
ニ
・

0
0
冠

。

♀

困

手
術
前
七
日
間
血
摩
ヲ
測
定
セ
シ
て
胞
膜
二
ハ
十

四
乃
至
六
十
人
粍
h
ヲ
高
下
セ
u
p
。

十
月
十
二
日
左
腎
別
出
7
行
へ
リ
。
術
後
二
日
間
幾

分
血
慶
y
下
協
同
ヲ
見
タ
レ
ド
モ
其
後
著
獲
ヲ
見
ズ
J

困例ー第節四.m

op 
10 

人
二
八

一O）

（
第
阿
波

徳
重
・
二
・
一
五
託
。

t

手
術
前
’

m駆
測
定
ヲ
十
一
一
一
日
間
行
ヒ

シ

て

最

低

五
十
六
、
最
高
六
十
六
粍
均
ナ
リ
シ
モ
六
十
二
粍
判
明

1

1

 

／
事
多
カ
P
キ。

十
一
月

一
臼
手
術
ヲ
行
ヒ
シ
昌
術
後
食
欲
不
振
、

鰭
カ
衰

へ
タ

レ
ド
モ
、
一
週
後

ユ
ハ
元
気
回
復
シ
飼

僚
ヲ
常
食
シ
辰
レ

P
。
市
川
底
－
一
ハ
タ
シ
モ
尤
進
ヲ
認

メ
ズ

シ
テ
術
前
程
度
ヲ
上
下
シ
居
レ
リ
。
術
後
十
凶

日
目
z

肺
炎

ニ
繰
り
テ
死
で
p
。
之
レ
ヲ
剖
検
セ

シ

＝
左
側
腎
臓
ハ
約
牛
最
稼
湊
死
シ
居
タ
リ
。
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第
四
章
所
見
積
括
及
ビ
考
察

以
上
ノ
貫
駿
一
一
依
Y

－
二
家
兎
ノ
一
側
腎
ヲ
刻
出
セ
w
y

モ
ノ
及
ピ
一
側
腎
血
管
中
其
静
脈
或
A

動
脈
幹
若
ク
A

其
一
一
分
枝
ヲ
結
勢
uv
、
以
－
プ

腎
臓
貫
質
ヲ
壊
死
セ
ジ
メ
、
之
レ
ヲ
健
内
ニ
保
留
セ
シ
メ
ジ
毛
ノ
ニ
於
－
ア
モ
、
其
血
脳
血
ニ
一
獲
化
ヲ
見
－
Y

ヲ
得
ザ
リ
キ
。

然
レ
ド
屯
南
側
腎
臓
－
一
於
－
プ
各
動
脈
ノ
一
分
校
宛
ヲ
結
繋
uv
、
其

v
－一ヨ

p
－
プ
出
来
タ
Y
壊
死
竃
ヲ
憩
内
ニ
保
留
セ
シ
メ
ジ
場
合
二
、
大

多
数
ノ
例
ニ
於
ア
其
血
眼
ノ
上
昇
ヲ
認
メ
タ

y
。
而
シ
ア
業
壊
死
篭
ノ
大
＋
ノ
A

左
右
南
側
合
シ
ア
一
側
ノ
腎
臓
ノ
大
サ
ニ
達
セ
ザ
Y
場
合
多

カ
リ
ノ
キ
。

片
側
腎
臓
刻
出
ノ
ミ
一
一
ア
A

葉
血
魅
－
一
一
獲
化
ヲ
起
す
ザ
Y
事
A

H

》

P
E
S－
ロ
・
出
0
2
0
｝
向
。
及
ピ

C
P
2
一
－
氏
等
ノ
貫
駿
ト
一
致
シ
居

y
、
且
一

側
ノ
腎
動
脈
ノ
一
分
校
ヲ
結
紫
セ
シ
場
合
一
一
毛
其
血
座
ノ
獲
化
ヲ
見
ザ
リ
シ

A
C
S
F
氏
ノ
犬
一
一
於
ケ
Y
質
駿
ト
同
様
ナ

y
。
然
レ

ド
モ

C
vzr

氏
ノ
貫
験
－
－
於
ア
コ
片
側
腎
動
脈
幹
ヲ
結
設
セ
ジ
場
合
－
一
其
血
勝
ノ
上
昇
ヲ
見
タ

y
。
然
レ
ド
モ
余
ノ
家
兎
－
一
於
ケ
Y
同
一
賓
験
ノ
結
果
ニ

依
レ
．
ρ
血
腿
ノ
上
昇
ヲ
認
識
シ
得
ザ
リ
ノ
キ
。
然
Y

－一
葉
南
側
同
時
－
一
動
脈
管
ノ
一
分
枝
ヲ
各
結
梨
セ
ジ
場
合

－二
血
煙
ノ
上
昇
ス
w
y

ヲ
認
メ
h
p

p
。
而
シ
ア
其
壊
死
セ

Y
部
分
ノ
量
A

雨
側
合
ジ
－
プ
一
側
ノ
腎
臓
ノ
大
サ
ノ
z
y
毛
、
多
少
小
ナ
Y
場
合
多
カ
リ
ノ
キ
n

郎
チ
一
側
腎
動
脈
幹
部
ヲ
結

染
セ
ジ
際
－
一
A

其
壊
死
セ
グ
’
組
織
ガ
車
－
一
癒
着
セ

Y
周
園
組
織
又
A

副
血
行
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
依
η
ノ
ア
吸
股
セ

ラ
y
、
ヨ
リ
モ
、
壊
死
部
－
一
接
シ

ア
健
全
ナ
Y
腎
組
織
ガ
残
存
ス
U
Y

場
合
－
一

A
壊
死
組
織
ノ
吸
牧
A

迅
蓮
－
一
且
ッ
多
量
－
一
行
A

V

得
Y
魚
メ
ナ
ラ
ン
。
（
一
日
戸
田
｝
戸
氏
モ
片
側
協
門
別
出

後
、
他
－
二
部
ノ
壊
死
骨
組
織
ガ
存
在
ス

Y
時－一
A

血
魅
ノ
上
昇
ス
w
y

事
ヲ
力
説
シ
居
レ
リ
’。
越
智
博
士
A

腎
動
脈
ヲ
結
設
セ
バ
血
煙
ノ
上
昇

ヲ
来
ス
ト
唱
ア
Y

一
源
ノ
畢
設
A

恐
－
ブ
ク
結
染
－
一
際
シ
ア
腎
動
脈
ト
共
ニ
走
行
セ
M
F

交
戚
紳
経
繊
維
－
一
蛾
キ
器
械
的
刺
戟
ヲ
奥
へ
、
之
レ
ガ
タ

メ
ェ
反
射
的
ニ
求
心
性
－
二
般
交
戚
神
経
繊
維
7
興
奮
セ
シ
メ
テ
配
下
ノ
血
管
二
一
般
縮
ヲ
来
タ
ナ
ジ
メ
、
従
－プ
一
般
ノ
血
腿
ノ
上
井
ヲ
来
タ
セ

ジ
毛
ノ
ナ
ラ
ン
ト
説
ケ
リ
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又
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5仏
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・m－E
C
及
ピ
国
百
拘
I
L
E－－
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－－
J
E回
目
氏
等
ノ
唱
護
セ
シ
血
煙
土
井
ノ
原
闘
ヲ
腎
臓
「
ホ

Y

モ
ン
」
エ
依
Y
ト
ノ
設
ュ
反
封
ジ
梅
田
博
士
ト
共
－
一
矢
ノ
賓
験
ヲ
行
へ

y
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郎
チ
腎
臓
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質
ノ
食
関
水
「
エ
キ
ス
」
ア
静
脈
中
へ
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レ

バ
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家
兎
A
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チ
－
一
血
煙
下
降
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球
突
出
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呼
吸
困
難
、
煙
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ア
死
ス
ト
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－
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右
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－
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